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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 18,777 △18.1 4,092 △53.7 1,777 △67.4
26年3月期第1四半期 22,913 19.3 8,830 534.8 5,456 719.2

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 9,169百万円 （647.3％） 26年3月期第1四半期 1,227百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 5.91 5.90
26年3月期第1四半期 17.96 17.94

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 4,418,255 263,329 5.5
26年3月期 4,493,211 256,851 5.3
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 246,102百万円 26年3月期 239,774百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 3.50 ― 3.50 7.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 35,500 △18.3 6,100 △57.3 3,500 △56.5 11.64
通期 71,100 △11.8 12,700 △41.9 7,200 △35.9 23.95



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ2「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」（1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ2「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 
 なお、当第１四半期決算短信の開示時点において、当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結財務諸表に関する監査法人のレビュー手続は終了し
ております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
将来に関する記述等についてのご注意 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 310,076,069 株 26年3月期 310,076,069 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 9,530,708 株 26年3月期 9,711,832 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 300,386,980 株 26年3月期1Q 303,688,981 株



 

 

 

 添付資料及び補足説明資料の目次 

 

［添付資料］ 

１．当四半期決算に関する定性的情報  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

  (1)連結経営成績に関する定性的情報  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

  (2)連結財政状態に関する定性的情報  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

  (3)連結業績予想に関する定性的情報  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

(1)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用   ・・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示   ・・・・・・・・・・・・・・ P.2 

３．四半期連結財務諸表        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.3 

  (1)四半期連結貸借対照表            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.3 

  (2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書【第１四半期連結累計期間】 ・・ P.5 

  (3)継続企業の前提に関する注記    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.7 

  (4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記  ・・・・・・・・・・・・・・・・ P.7 

 

［補足説明資料］ 

平成 27 年３月期第１四半期決算 補足説明資料 

１．平成 27 年３月期第１四半期累計期間の損益状況（単体）  ・・・・・・・・・・・・ P.8 

２．預金等・預り資産の状況（単体）    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.9 

３．貸出金の状況（単体）              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.9 

４．金融再生法開示債権の状況（単体）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.10 

５．時価のある有価証券の評価差額（単体） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.11 

６．自己資本比率（国内基準）          ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱百十四銀行（8386）平成27年３月期 第１四半期決算短信

- 1 -



 

 

 

１.当四半期決算に関する定性的情報 

 (1)連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、経常収益は、国債等債券売却益

の減少によるその他業務収益の減少などにより、前第１四半期連結累計期間比41億36百万円減少して

187億77百万円となりました。 

 また経常費用は、国債等債券売却損の減少によりその他業務費用が減少しましたが、貸倒引当金繰

入額の増加によるその他経常費用の増加などにより、前第１四半期連結累計期間比６億２百万円増加

して146億84百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前第１四半期連結累計期間比47億38百万円減少して40億92百万円となり、

四半期純利益は、前第１四半期連結累計期間比36億79百万円減少して17億77百万円となりました。 
 

 (2)連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期の財政状態につきましては、総資産は、現金預け金の減少などにより、前連結会計年

度末比749億円減少して４兆4,182億円となりました。また負債は、預金の減少などにより、前連結会

計年度末比814億円減少して４兆1,549億円となりました。 

 なお純資産は、前連結会計年度末比64億円増加して2,633億円となりました。 
 

 (3)連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年３月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成 26 年５月 12

日公表の数値から変更ありません。 
 

２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 

  (1)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

 当行及び連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する 

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じるこ 

とにより算定しております。 
 

  (2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正に伴う会計方針の変更） 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24

年５月17日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付

適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務

及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基

準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、

当第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響

額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が1,279百万円、退職給付に係る

負債が3,770百万円、繰延税金資産が879百万円増加し、利益剰余金が1,611百万円減少しております。

また、当第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ０百万円増加

しております。 

 

（「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」の適用） 

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第

30号 平成25年12月25日）を当第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、会計処理は従来採用

していた方法により行っており、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表  

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部     

  現金預け金 390,388 258,990 

  買入金銭債権 32,387 32,765 

  商品有価証券 8 275 

  金銭の信託 4,901 4,979 

  有価証券 1,335,641 1,370,999 

  貸出金 2,614,215 2,635,516 

  外国為替 17,446 9,377 

  リース債権及びリース投資資産 17,951 17,243 

  その他資産 32,609 40,124 

  有形固定資産 45,041 44,615 

  無形固定資産 4,732 4,717 

  退職給付に係る資産 857 2,068 

  繰延税金資産 1,501 1,507 

  支払承諾見返 17,249 18,198 

  貸倒引当金 △21,720 △23,125 

  資産の部合計 4,493,211 4,418,255 

負債の部     

  預金 3,769,308 3,659,086 

  譲渡性預金 184,119 217,470 

  コールマネー及び売渡手形 38,595 48,146 

  債券貸借取引受入担保金 9,901 9,705 

  借用金 121,083 110,836 

  外国為替 140 188 

  社債 10,000 10,000 

  その他負債 73,575 61,327 

  役員賞与引当金 26 - 

  退職給付に係る負債 947 4,406 

  役員退職慰労引当金 49 34 

  睡眠預金払戻損失引当金 559 549 

  偶発損失引当金 114 109 

  訴訟損失引当金 - 1,134 

  繰延税金負債 3,870 6,916 

  再評価に係る繰延税金負債 6,819 6,816 

  支払承諾 17,249 18,198 

  負債の部合計 4,236,360 4,154,926 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

純資産の部     

  資本金 37,322 37,322 

  資本剰余金 24,920 24,920 

  利益剰余金 138,689 137,795 

  自己株式 △4,181 △4,114 

  株主資本合計 196,751 195,923 

  その他有価証券評価差額金 37,722 45,220 

  繰延ヘッジ損益 △24 △457 

  土地再評価差額金 8,044 8,053 

  退職給付に係る調整累計額 △2,719 △2,637 

  その他の包括利益累計額合計 43,022 50,178 

  新株予約権 156 170 

  少数株主持分 16,920 17,056 

  純資産の部合計 256,851 263,329 

負債及び純資産の部合計 4,493,211 4,418,255 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

経常収益 22,913 18,777 

  資金運用収益 12,691 12,344 

    （うち貸出金利息） 8,643 8,416 

    （うち有価証券利息配当金） 3,962 3,782 

  役務取引等収益 2,784 2,513 

  その他業務収益 4,461 1,325 

  その他経常収益 2,975 2,594 

経常費用 14,082 14,684 

  資金調達費用 808 929 

    （うち預金利息） 466 508 

  役務取引等費用 642 679 

  その他業務費用 850 32 

  営業経費 10,042 10,160 

  その他経常費用 1,739 2,883 

経常利益 8,830 4,092 

特別利益 5 23 

  固定資産処分益 5 23 

特別損失 10 1,141 

  固定資産処分損 10 3 

  減損損失 0 3 

  訴訟損失引当金繰入額 - 1,134 

税金等調整前四半期純利益 8,825 2,974 

法人税等 3,103 968 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,722 2,006 

少数株主利益 265 228 

四半期純利益 5,456 1,777 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,722 2,006 

その他の包括利益 △4,494 7,162 

  その他有価証券評価差額金 △4,728 7,514 

  繰延ヘッジ損益 234 △433 

  退職給付に係る調整額 - 82 

四半期包括利益 1,227 9,169 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 991 8,924 

  少数株主に係る四半期包括利益 236 244 
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   (３) 継続企業の前提に関する注記 

        該当事項はありません。 

 

   (４) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

        該当事項はありません。 
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平成 27 年３月期第１四半期決算 補足説明資料 

 

１．平成 27 年３月期第１四半期累計期間の損益状況（単体） 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

                                      （単位：百万円）

 

前第１四半期 

累計期間（Ａ）

(平成 25 年４月 1日～

 平成 25 年６月 30 日）

当第１四半期 

累計期間（Ｂ）

(平成26年４月1日～

 平成26年６月30日）

前第１四半期

累計期間比 

増減額 

(Ｂ) － (Ａ)

前第１四半期 

累計期間比 

増減率 

(％) 

平成 27 年３月期

中間期予想 

経常収益  20,893 16,708 △4,185 △ 20.0% 31,200

コア業務粗利益 ①  13,904 12,886 △1,018 △  7.3% 

 資金利益  11,858 11,339 △  519 △  4.4% 

 役務取引等利益  1,658 1,309 △  349 △ 21.0% 

 その他業務利益(除く債券関係損益) 387 238 △  149 △ 38.5% 

経費 ②  9,363 9,536 173 1.8% 

コア業務純益  ①－②  4,540 3,349 △1,191  △ 26.2% 

債券関係損益 ③  3,224 1,054 △2,170 △ 67.3% 

実質業務純益  ①－②＋③  7,764 4,404 △3,360 △ 43.3% 7,300

一般貸倒引当金繰入額 ④  99 564 465 469.7% 

業務純益  ①－②＋③－④  7,665 3,840 △3,825 △ 49.9% 

臨時損益  712 △  225 △  937 － 

うち不良債権処理費用 ⑤  191 923 732 383.2% 

うち償却債権取立益  ⑥  669 446 △  223 △ 33.3%  

うち株式等関係損益 ⑦  151 150 △   1 △  0.7% 

経常利益  8,376 3,613 △4,763  △ 56.9% 5,300

特別損益  △   8 △1,135 △1,127 － 

法人税等合計  2,920 802 △2,118 △ 72.5% 

四半期純利益  5,447 1,675 △3,772  △ 69.2% 3,400
       

有価証券関係損益  ③＋⑦  3,375 1,205 △2,170 △ 64.3% 

与信関係費用  ④＋⑤－⑥  △ 378 1,041 1,419 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

当第１四半期累計期間の経常収益は、国債等債券売却益の減少によるその他業務収益の減少などによ

り、前第１四半期累計期間比 41 億 85 百万円減少して 167 億８百万円となりました。 

また、実質業務純益は、コア業務粗利益及び債券関係損益の減少などにより、前第１四半期累計期間比

33 億 60 百万円減少して、44 億４百万円となりました。 

経常利益は、実質業務純益の減少及び与信関係費用の増加などにより、前第１四半期累計期間比 47 億

63 百万円減少して、36 億 13 百万円となり、四半期純利益は、37 億 72 百万円減少して、16 億 75 百万円

となりました。 
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２．預金等・預り資産の状況（単体） 

 

 

 
 

 

 

 （単位：億円）【参 考】            （単位：億円）

 
平成26年 
６月末 

平成25年 
６月末比 

平成26年 
３月末比 

平成25年６月末 平成26年３月末

預 金 等 (注) 38,871 2,063 △771 36,807 39,642

  個 人 23,005 480 290 22,525 22,714

  法 人 13,723 1,361 △1,370 12,362 15,093

  公 共 2,142 222 308 1,920 1,834

 （注）預金等とは、預金及び譲渡性預金であります。 

 

 （単位：億円）【参 考】            （単位：億円）

 
平成26年 
６月末 

平成25年 
６月末比 

平成26年 
３月末比 

平成25年６月末 平成26年３月末

預 り 資 産 3,730 △42 17 3,773 3,713

 公 共 債 900 △327 △51 1,227 951

 投 資 信 託 1,072 66 16 1,006 1,055

 個人年金保険 1,758 218 52 1,540 1,705

 

 

 

３．貸出金の状況（単体） 

 

 

 

 

 

（単位：億円）【参 考】      （単位：億円）

 
平成26年 
６月末 

平成25年 
６月末比 

平成26年 
３月末比 

平成25年６月末 平成26年３月末

貸 出 金 26,425 994 211 25,430 26,213

 個人向け貸出金 4,656 303 42 4,352 4,613

  うち住宅ローン 4,338 298 47 4,040 4,291

 法人向け貸出金（注1） 18,519 114 △93 18,404 18,612

 公共向け貸出金 3,250 576 262 2,673 2,988

中小企業等貸出金（注2） 16,960 665 △268 16,294 17,229

中小企業等貸出金比率 64.18% 0.11% △1.54% 64.07% 65.72%

信用保証協会保証付貸出金 849 △182 △55 1,032 905
 
 （注）１．法人向け貸出金には、個人事業主向け貸出金を含めております。 

    ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

 

当第１四半期末の貸出金残高は、個人向け、法人向け及び公共向け貸出金がいずれも増加し、平成 25 年
６月末比 994 億円増加して、２兆 6,425 億円となりました。また、当第１四半期末の中小企業等貸出金残高
は、平成 25 年６月末比 665 億円増加して、１兆 6,960 億円となりました。 

当第１四半期末の預金等残高は、個人預金、法人預金及び公共預金がいずれも増加し、平成 25 年６月末
比 2,063 億円増加して、３兆 8,871 億円となりました。 

また、当第１四半期末の預り資産残高は、投資信託及び個人年金保険が増加しましたが、公共債の減少に
より、平成 25 年６月末比 42 億円減少して、3,730 億円となりました。 

 

㈱百十四銀行（8386）平成27年３月期 第１四半期決算短信

- 9 -



 

 

 

４．金融再生法開示債権の状況 (単体) 

 

 

 

 

 

 

 

 （単位：億円）【参 考】      （単位：億円）

金融再生法開示債権 
平成26年 
６月末 

平成25年 
６月末比 

平成26年 
３月末比 

平成25年６月末 平成26年３月末

破産更生債権及びこれらに準じる債権 113 14 10 99 103

危 険 債 権 301 △61 △61 362 362

要 管 理 債 権 337 23 23 314 314

開 示 債 権 合 計 751 △24 △28 775 779

総 与 信 残 高 26,786 993 196 25,793 26,590

開 示 債 権 比 率 2.80% △0.20% △0.12% 3.00% 2.92%

  

 

 

 

不良債権に対しては、担保及び貸倒引当金により適正かつ十分な対応を行っておりますが、より一層の

健全性の向上をはかるため、迅速な処理を進める一方、お取引先の経営改善支援にも積極的に取り組んで

おります。 

当第１四半期末の金融再生法開示債権は、平成 26 年３月末比 28 億円減少して 751 億円となり、総与信

残高に占める開示債権比率は、平成 26 年３月末比 0.12%低下して 2.80%となりました。 

金融再生法開示債権の推移（単体）

314 294 314 337

362 351 362 301

99 108 103
113

3 .00%
2.88% 2.92%

2.80%

0

500

1,000

1,500

25/6末 25/9末 26/3末 26/6末
億円

0.00%

3.50%

要管理債権 危険債権 破産更生等債権 開示債権比率

775 753 779 751
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５．時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 

 

 

                 （単位：億円） 【参 考】                                   (単位：億円)

  平成 26 年６月末 平成 25 年６月末 平成 26 年３月末 

  
時価 

 
評価差額 

( )内は平成 26 年３月末比
時価
 

評価差額 
 

時価 
 

評価差額 
 

     うち益 うち損   うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 13,673 697 ( 115) 767 70 12,226 516 583 66 13,319 581 653 71

 株 式 1,380 535 ( 102) 567 31 1,280 402 421 19 1,277 432 466 34

 債 券 10,641 167 (   8) 168 0 9,591 132 136 3 10,550 159 160 0

 そ の 他 1,650 △ 5 (   5) 32 38 1,354 △ 18 25 43 1,491 △ 10 25 36

（注）１．「その他有価証券」につきましては、時価評価しておりますので、評価差額は取得価額と時価との  

          差額を計上しております。 

   ２．「満期保有目的の債券」の保有残高はございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当第１四半期末の「その他有価証券」の評価差額は、平成 26 年３月末比 115 億円増加して、697 億円と
なりました。 

「その他有価証券」評価差額の推移（単体）

161 159 167

432

132

402
438

535

△ 18 △ 13 △ 5

△ 200

0

200

400

600

800

25/6末 25/9末 26/3末 26/6末
億円

債券 株式 その他

13,677 14,455 14,827 15,162
日経平均

株価（円）

0.855% 0.680% 0.640% 0.565%長期金利

516

586 581

697

 △ 10
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６．自己資本比率（国内基準） 

 

 

 

   

（１） 連結自己資本比率（国内基準） 

  （単位：億円） 
   

 平成26年 
６月末 

平成26年 
３月末比 

平成26年 
３月末 

①自己資本比率（④／⑤） 11.16% △0.10% 11.26% 

②コア資本に係る基礎項目 2,555 8 2,546 

③コア資本に係る調整項目 － △0 0 

④自己資本 ②－③ 2,555 8 2,546 

⑤リスク・アセット等  (注２) 22,876 264 22,612 

⑥総所要自己資本額   (注３) 915 10 904 

 

（２） 単体自己資本比率（国内基準） 

  （単位：億円） 
   

 平成26年 
６月末 

平成26年 
３月末比 

平成26年 
３月末 

①自己資本比率（④／⑤） 10.79% △0.07% 10.86% 

②コア資本に係る基礎項目 2,440 7 2,433 

③コア資本に係る調整項目 － － － 

④自己資本 ②－③ 2,440 7 2,433 

⑤リスク・アセット等  (注２) 22,596 206 22,390 

⑥総所要自己資本額   (注３) 903 8 895 

 

（注）１．自己資本比率は、銀行法第 14 条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし 

自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示 

第 19 号）に定められた算式に基づき算出しております。なお、当行は国内基準を適用して 

おります。 

２．リスク・アセット等のうち、信用リスク・アセットの算出においては標準的手法を、オペレ 

  ーショナル・リスク相当額の算出においては粗利益配分手法を採用しております。 

３．総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４%を乗じた額であります。 

 

 

 

平成 26 年６月末基準の連結自己資本比率（国内基準）は、平成 26 年３月末比 0.10%低下して 11.16%

となりました。 
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